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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

脂肪には、多くの種類があります。中でもアラ
キドン酸などの多価不飽和脂肪酸は、活性酸素
や紫外線などによって、容易に酸化されます。
この酸化という反応が、いわゆる脂肪の“さび”
であります。最近になって、この酸化脂質が、
生体内で炎症反応や細胞死を引き起こすこと、
また、加齢黄斑変性など多くの疾患で蓄積して
いることが分かってきております。
　そこで本セミナーでは、酸化脂質を検出する
手法について、さらに、この酸化脂質生成を抑
制できるような分子の探索方法についてご紹介
いたします。
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1994 年に九州大学薬学部を卒業し、

1999 年 3 月に九州大学大学院薬学研究

科にて博士（薬学）の学位を取得しました。

その後、アメリカ National Institutes 

of Health (NIH) の National Cancer 

Institute (NCI) に 2 年間、留学しており

ます。2002 年より九州大学大学院薬学

研究院助手、2005 年に助教授（後、准

教授）、2016 年より同教授に就任してお

ります。その間、2013年にJSTさきがけ、

2017 年からは AMED-CREST 研究代表

者を務めております。さらに、2023 年

12月からは、主幹教授であります。

以前は磁気共鳴を専門としておりました

が、2009 年に独立し、今回ご紹介いた

します酸化脂質をターゲットとした研究

テーマを新たに立ち上げております。




